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北
秋
田
市
で
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕
等
（
50

万
円
未
満
）
に
つ
い
て
、
市
の
建
設
業
者
等
級
格
付
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
市
内
の
小
規
模
事
業
者
を

登
録
し
、
当
該
事
業
者
に
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
１
）対
象
と
な
る
修
繕
の
種
類
等 

　
次
の
業
種
の
修
繕
の
う
ち
、
１
件
の
金
額
が
50
万
円
未

満
の
内
容
が
軽
易
で
、
履
行
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
。 

①
土
木
一
式
　
②
建
築
一
式
　
③
大
工
　
④
左
官
　
⑤
ガ

ラ
ス
　
⑥
ア
ル
ミ
建
材
　
⑦
畳
　
⑧
建
具
　
⑨
内
装
、
装

飾
　
⑩
塗
装
　
⑪
板
金
　
⑫
電
気
　
⑬
管
（
給
排
水
衛
生

設
備
）　
⑭
水
道
施
設
　
⑮
そ
の
他 

※
①
・
⑫
・
⑬
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
資
格

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
資
格
者
証
・
事
業
者
証
等

の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
土
木
一
式
＝
『
土
木
施
工
管
理
技
士
』
／
⑫
電
気
＝
『
電

気
工
事
士
』／
⑬
管
＝『
北
秋
田
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
、北
秋
田
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
』／
⑭
水

道
施
設
＝
『
北
秋
田
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
』 

（
２
）登
録
で
き
る
者 

　
北
秋
田
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
方（
建
設
業
の

許
可
の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
）。

た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、
登
録
で
き
ま
せ
ん
。 

①
成
年
被
後
見
人
、
被
補
佐
人
、
被
補
助
人
又
は
破
産
者
で

復
権
を
得
て
い
な
い
者
　
②
北
秋
田
市
建
設
業
者
等
級
格

付
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
　
③
希
望
す
る
業
種
を
履

行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、
免
許
等
を
有
し
な
い
者
　
④

自
ら
履
行
で
き
な
い
者
　
⑤
公
共
発
注
の
相
手
方
と
し
て

不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
　
⑥
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者 

（
３
）提
出
書
類 

Ａ 

北
秋
田
市
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請
書 

Ｂ 

修
繕
等
実
績
調
書 

Ｃ 

そ
の
他 

[

１]

法
人
の
場
合 

ア 

商
業
登
記
簿
謄
本（
３
ヵ
月
以
内
の
も
の
） 

イ 

法
人
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
未
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類（
直
前
１
年
分
） 

ウ 

希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、

免
許
等
の
写
し 

[

２]

個
人
の
場
合 

ア
　
住
民
票（
３
ヵ
月
以
内
の
も
の
） 

イ
　
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
未
納
が

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
直
前
１

年
分
） 

ウ
　
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
、
免
許
等
の
写
し 

※
申
請
書
及
び
実
績
調
書（
様
式
）は
、

北
秋
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
が
、
財
政
課
契
約
担

当
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

（
４
）受
付
期
間 

　
平
成
20
年
２
月
１
日（
金
）か
ら
２
月

29
日
（
金
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
祝
日

を
除
く
） 

（
５
）提
出
方
法
　
持
参
に
限
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
６
）有
効
期
間
　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３

月
31
日（
１
年
間
） 

（
７
）そ
の
他
： 

①
申
請
書
に
不
備
等
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
20
年
４

月
１
日
付
け
で
北
秋
田
市
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。 

②
資
格
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
記
名
簿
の
公
表
を
も

っ
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
審
査
結

果
通
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、
80
円
切
手
を
貼
付
し
た
封

筒
を
申
請
書
と
一
緒
に
提
出
く
だ
さ
る
か
、
４
月
以
降
直

接
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
８
）申
請
受
付
場
所
及
び
問
合
せ
先 

　
〒
０
１
８-

３
３
９
２
　
北
秋
田
市
花
園
町
19
番
１
号 

　
北
秋
田
市
企
画
部
財
政
課
　
契
約
担
当 

　
�

62-

６
６
０
７
　
�

62-

１
１
３
１ 

平
成
20
年
度
北
秋
田
市
小
規
模
修
繕

等
契
約
希
望
者
の
登
録
に
つ
い
て 

　北秋田市消防本部では、下記のとおり職員を募集

します。 

■応募要件　①他の団体で消防吏員としての勤務経

験があり、平成２０年４月１日現在、年齢が３０歳

未満で健康状態が良好な方②採用後、北秋田市・上

小阿仁村に居住できる方③他の団体の消防吏員を退

職した事由が、分限または懲戒にあたらないこと。 

■採用予定人員　若干名 

■応募方法　直接または郵送で、履歴書（市販のもの）、

健康診断書及び消防吏員としての勤続証明書を提出

してください。 

■選考方法及び試験月日　書類審査のうえ該当者に

は選考試験の実施要項を送付します。なお、選考試

験の内容は、面接及び作文（８００字程度）で３月上

旬の実施を予定しています。 

■応募期限　平成２０年２月２５日（月）必着 

■応募先及び問い合わせ先 

　〒018-3392北秋田市花園町１９番１号 

　北秋田市役所総務課 �６２－１１１１ 

北秋田市消防吏員募集

契約希望者の登録について市長日誌ほか

◇
１
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

                      

１
月
２
日（
水
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め
に
出
席（
大
太
鼓
の
館
） 

１
月
４
日（
金
）▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
に
出
席（
森
吉
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）▽
市
役
所
で
職
員
に
年
頭
の
訓
示 

１
月
６
日
（
日
）
▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
で
年
頭
の
訓
示
▽

野
呂
田
芳
成
衆
議
院
議
員
主
催
の
新
年
会
出
席（
能
代
市
） 

１
月
７
日
（
月
）
▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
本
社
で
年
頭
の
訓

示 

１
月
８
日（
火
）▽
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会
に
出
席（
文

化
会
館
） 

１
月
９
日（
水
）▽
市
農
政
懇
談
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

１
月
10
日
（
木
）
▽
秋
田
内
陸
線
に
つ
い
て
仙
北
市
長
、
上
小

阿
仁
村
長
と
協
議
（
仙
北
市
田
沢
湖
庁
舎
）
▽
鷹
巣
地
区
新

春
交
流
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

１
月
11
日
（
金
）
▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会

に
出
席（
市
議
事
堂
） 

１
月
12
日（
土
）▽
北
秋
田
市

防
犯
指
導
隊
お
よ
び
北
秋

田
市
交
通
指
導
隊
連
合
会

の
査
閲（
森
吉
支
所
） 

１
月
13
日（
日
）▽
鷹
巣
町
旧

町
自
治
会
長
・
行
政
協
力

委
員
会
新
年
会
に
出
席（
松

葉
町
・
実
森
会
館
） 

１
月
15
日（
火
）▽
北
秋
田
市

米
政
策
推
進
協
議
会
に
出

席（
市
役
所
） 

　
市
交
通
指
導
隊
・
防
犯
指
導
隊 

を
査
閲（
１
月
12
日
） 

▼ 　  

名
称
が
決
定
！

付
替
県
道
比
内
森
吉
線
の
橋
梁
と
ト
ン
ネ
ル

﹁
森
吉
山
大
橋
﹂﹁
横
倉
橋
﹂

﹁
様
田
ト
ン
ネ
ル
﹂
な
ど

　
森
吉
山
ダ
ム
建
設
工
事
に
伴
い
、
付
替
え
工
事
が

行
わ
れ
る
県
道
比
内
森
吉
線
に
架
か
る
橋
と
ト
ン
ネ

ル
の
名
称
を
募
集
し
て
い
た
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務

所
で
は
、
１
月
18
日
、「
森
吉
山
ダ
ム
付
替
県
道
比

内
森
吉
線
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
選
定
委
員
会
」

を
開
き
、
６
つ
の
橋
と
３
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
を

決
定
し
ま
し
た
。 

　
付
け
替
え
ら
れ
る
「
県
道
比
内
森
吉
線
」
は
全
延

長
は
約
９
・
５
㎞
。
建
設
は
平
成
７
年
に
始
ま
り
、
す

で
に
７
・
１
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
２
・
４

㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
全
国
植
樹
祭
ま
で
に

開
通
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
区
間
に

建
設
さ
れ
た
橋
と
ト

ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
１
日
か
ら

15
日
ま
で
の
間
名
称

を
募
集
し
て
い
た
も

の
で
す 

　
こ
れ
に
対
し
、
市

内
外
の
55
人
か
ら
応

募
が
あ
り
、
有
識
者
、

地
域
代
表
、
行
政
関

係
者
か
ら
な
る
選
定

委
員
会
で
は
応
募
さ

れ
た
名
称
を
基
に
選

定
を
行
い
ま
し
た
。 

　
名
称
は
、
旧
集
落
名
な
ど
の
地
名
の
ほ
か
、
景
観
、

季
節
、
動
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
応
募
者
の
一
人
は
、
応
募
の
理
由
に
「
先

祖
が
長
い
間
育
ん
で
き
た
郷
土
に
対
す
る
愛
着
は
消

え
る
こ
と
は
な
い
。
写
真
で
し
か
元
の
集
落
を
知
ら

な
い
子
や
孫
の
た
め
に
元
の
地
名
を
恒
久
物
に
残
し

て
ほ
し
い
」
と
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
の
気
持

ち
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

　
委
員
会
で
は
、
移
転
者
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持

ち
に
配
慮
し
、
原
則
と
し
て
地
名
を
入
れ
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
、
選
定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ダ
ム
湖
を
横
断
す
る
延
長
３
５
０
ｍ
の
横

断
橋
は
、「
ダ
ム
完
成
後
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

か
ら
、
地
名
に
こ
だ
わ
ら
ず
議
論
を
」
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
最
終
的
に
は
「
森
吉
山
」
を
強
調
し
、「
森

吉
山
大
橋
」
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
橋
と
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
決
定
し
た
橋
・
ト
ン
ネ
ル
の
名
称 

【
橋
】 

１
号
橋
＝「
横
倉
橋
」 

２
号
橋
＝「
橋
場
岱
橋
」 

３
号
橋
＝「
小
角
沢
橋
」 

４
号
橋
＝「
向
様
田
橋
」 

５
号
橋
＝「
森
吉
山
大
橋
」 

６
号
橋
＝「
深
渡
橋
」 

【
ト
ン
ネ
ル
】 

１
号
ト
ン
ネ
ル
＝「
姫
ケ
岱
ト
ン
ネ
ル
」 

２
号
ト
ン
ネ
ル
＝「
様
田
ト
ン
ネ
ル
」 

３
号
ト
ン
ネ
ル
＝「
御
不
動
ト
ン
ネ
ル
」 

よ
こ
く
ら 

こ
か
ど
ざ
わ 

む
か
い
さ
ま
だ 

も
り
よ
し
ざ
ん 

ふ
か
わ
た
り 

ひ
め
が
た
い 

さ
ま
だ 

お
ふ
ど
う 

は
し
ば
た
い 

様田トンネル 

名称が名称が「森吉山大橋」「森吉山大橋」に決まった延長に決まった延長 

350ｍの貯水池横断橋ｍの貯水池横断橋（５号橋）（５号橋） 

名称が「森吉山大橋」に決まった延長 

350ｍの貯水池横断橋（５号橋） 


